
(57)【要約】

【課題】超音波診断装置において、画像の違和感を防止

しつつ、感度と分解能のバランスを図ることである。

【解決手段】受信点深さが浅いうちは、重み付け関数の

関数式にビーム分解能がよいブラックマン形関数式（ｆ

１）を用い、要求感度を満たすように、受信点深さが深

くなるに従い受信開口を最大開口まで連続的に増大させ

る。最大開口以降は、次にビーム分解能がよいハニング

形関数式（ｆ２）をブラックマン形関数式（ｆ１）に混

合し、各受信点深さにおける要求感度を満足するように

、関数式を連続的に変更する。さらに受信点深さが深く

なると、その次にビーム分解能がよいハミング形関数式

（ｆ３）をハニング形関数式（ｆ２）に混合して用いる

。このように、要求感度を満足させつつ、ビーム分解能

が最良の重み付け関数となるように、受信点深さに応じ

て、受信開口と重み付け関数を連続的に変更する。

【選択図】　　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ イ 振 動 子 と 、
受 信 ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス に お け る 受 信 点 深 さ に 応 じ て 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 上 に お け る
受 信 開 口 と 、 そ の 受 信 開 口 を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 か ら の 複 数 の 受 信 信 号 に 対 す る 重 み
付 け 関 数 と を 設 定 す る 受 信 制 御 手 段 と 、
を 含 み 、
前 記 受 信 制 御 手 段 は 、
前 記 受 信 点 深 さ が 深 く な る に 従 っ て 、 前 記 受 信 開 口 を そ れ が 最 大 開 口 に 到 達 す る ま で 連 続
的 に 増 大 さ せ 、 か つ 、 前 記 受 信 開 口 の 連 続 的 な 増 大 に 対 応 さ せ て 前 記 重 み 付 け 関 数 を 連 続
的 に 変 更 し 、
前 記 受 信 開 口 が 前 記 最 大 開 口 に 達 し た 以 降 に お い て 、 前 記 受 信 点 深 さ が 深 く な る に 従 っ て
、 前 記 受 信 開 口 を 前 記 最 大 開 口 に 維 持 し つ つ 、 か つ 、 前 記 重 み 付 け 関 数 を ビ ー ム 分 解 能 優
先 型 の 関 数 か ら 感 度 優 先 型 の 関 数 へ 連 続 的 に 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記 受 信 開 口 が 前 記 最 大 開 口 に 達 し た 以 降 に お い て 、 前 記 重 み 付 け
関 数 の 関 数 式 を 、 シ ャ ー プ な 関 数 式 か ら ブ ロ ー ド な 関 数 式 に 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 受 信 制 御 手 段 は 、
前 記 受 信 開 口 を そ れ が 最 大 開 口 に 到 達 す る ま で は 、 前 記 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 維 持 し つ
つ そ の 関 数 の カ ー ブ を 前 記 受 信 開 口 に 合 わ せ て 変 更 し 、
前 記 受 信 開 口 が 前 記 最 大 開 口 に 達 し た 以 降 に お い て は 、 前 記 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 連 続
的 に 変 更 す る こ と で 前 記 重 み 付 け 関 数 の カ ー ブ を 連 続 的 に 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音
波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 連 続 的 に 変 更 す る 場 合 に は 、 各 受 信 点
深 さ に お い て 、 要 求 感 度 を 満 た し つ つ か つ ビ ー ム 分 解 能 が 最 良 の 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を
選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 連 続 的 に 変 更 す る 場 合 に は 、 段 階 的 に
特 性 が 可 変 さ れ た 代 表 関 数 式 群 を 用 い て 、 前 記 受 信 点 深 さ に 応 じ て 、 隣 接 す る ２ つ の 代 表
関 数 式 を 補 間 処 理 す る こ と に よ り 、 各 受 信 点 深 さ に 対 応 す る 関 数 式 を 決 定 す る こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 代 表 関 数 式 群 は 、 ブ ラ ッ ク マ ン － ハ リ ス 形 関 数 式 ま た は ハ ニ ン グ 形 関 数 式 ま た は ハ ミ
ン グ 形 関 数 式 ま た は Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 関 数 式 の い ず れ か １ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診
断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記 受 信 開 口 に 渡 る 前 記 重 み 付 け 関 数 の カ ー ブ の 面 積 が 感 度 に 相 当
す る も の と し て 、 要 求 感 度 に 相 当 す る 前 記 カ ー ブ の 面 積 と な る よ う に 重 み 付 け 関 数 の 関 数
式 を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 係 り 、 特 に 、 受 信 信 号 に 対 し て 重 み 付 け 関 数 を 設 定 す る 超 音
波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 感 度 と 分 解 能 と の バ ラ ン ス を 図 る た め 、 受 信 点 深 さ に 応 じ て 受
信 開 口 を 変 更 す る こ と や 、 受 信 信 号 に 重 み 付 け 関 数 を 付 与 す る こ と が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ は 、 重 み 付 け 関 数 の 例 と し て 、 よ く 知 ら れ て い る 代 表 的 な 関 数 式 を 規 格 化 し て 示 し た
図 で あ る 。 ブ ラ ッ ク マ ン 形 関 数 式 、 ハ ニ ン グ 形 関 数 式 、 ハ ミ ン グ 形 関 数 式 の 詳 細 は 、 非 特
許 文 献 １ に 記 載 さ れ て お り 、 図 １ に は 同 書 か ら 引 用 し た 部 分 が 含 ま れ て い る 。 超 音 波 診 断
装 置 に 適 用 す る 場 合 、 図 １ の 横 軸 は 受 信 開 口 を 構 成 す る 個 々 の 振 動 素 子 の 位 置 を 示 し 、 フ
ル ス ケ ー ル が 受 信 開 口 の 長 さ 、 例 え ば 、 開 口 チ ャ ネ ル 数 が ８ ０ の と き は 、 ８ ０ 個 の 振 動 素
子 に お け る 受 信 部 分 の 長 さ に 相 当 す る 。 縦 軸 は 重 み 付 け 関 数 の 出 力 値 、 す な わ ち 重 み 付 け
係 数 の 値 を 示 し 、 最 大 値 を １ と し て 規 格 化 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ に 示 す 矩 形 関 数 式 は 、 開 口 チ ャ ネ ル の 全 振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 に つ い て す べ て １ を
与 え る も の で あ る 。 Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 関 数 式 は 、 受 信 開 口 の 中 央 に お け る 振 動 素 子 の 位 置 を
基 準 と し て 、 そ の 受 信 信 号 に 重 み 付 け 係 数 と し て １ を 与 え 、 中 央 か ら 位 置 が 離 れ る に 従 っ
て 、 そ れ ら の 振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 に 与 え る 重 み 付 け 係 数 を （ Ｃ ｏ ｓ θ ） １ ． ５ の 関 数
形 で 次 第 に 小 さ い 値 と し 、 受 信 開 口 の 両 端 の 振 動 素 子 に は 重 み 付 け 係 数 と し て ０ を 与 え る
も の で あ る 。 他 の 関 数 形 に つ い て も 同 様 に 、 受 信 開 口 の 中 央 の 振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 に
は １ を 与 え 、 各 振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 に は 、 そ の 位 置 に 応 じ て そ の 関 数 形 に 従 っ た 重 み
付 け が さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ こ で 、 各 関 数 式 の 関 数 の 形 を 比 較 す る と 、 ブ ラ ッ ク マ ン 形 － ハ ニ ン グ 形 － ハ ミ ン グ 形 －
Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 － 矩 形 の 順 に 、 関 数 の 形 の 先 鋭 度 が よ り シ ャ ー プ な も の か ら よ り ブ ロ ー ド
な も の に な っ て い る 。 例 え ば 、 先 鋭 度 を あ ら わ す 指 標 と し て 半 値 幅 を 取 っ て み る と 、 ブ ラ
ッ ク マ ン 形 で 約 ０ ． ４ 、 Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 で 約 ０ ． ８ で あ る 。 関 数 式 の 形 が よ り シ ャ ー プ な
ほ ど 、 開 口 チ ャ ネ ル 全 体 に 渡 る 受 信 信 号 に つ い て 中 心 部 を よ り 強 調 す る の で 、 ビ ー ム 分 解
能 が 向 上 し 、 画 質 が よ く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 方 で 、 各 関 数 式 の 面 積 、 す な わ ち 、 横 軸 の フ ル ス ケ ー ル に わ た っ て 各 関 数 式 を 積 分 し た
も の は 、 ブ ラ ッ ク マ ン 形 － ハ ニ ン グ 形 － ハ ミ ン グ 形 － Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 － 矩 形 の 順 に 、 小 面
積 か ら 大 面 積 に な っ て い る 。 例 え ば 、 横 軸 の フ ル ス ケ ー ル を １ に と っ て 、 各 関 数 式 の 横 軸
フ ル ス ケ ー ル に 渡 る 面 積 を み る と 、 ブ ラ ッ ク マ ン 形 で 約 ０ ． ４ 、 Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 で 約 ０ ．
７ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ ら の 関 数 式 を 超 音 波 診 断 装 置 の 受 信 信 号 の 重 み 付 け 関 数 に 用 い た と き は 、 重 み 付 け 以
外 の 走 査 条 件 が 同 一 で あ れ ば 、 受 信 開 口 に 渡 る 関 数 式 の 面 積 が 、 感 度 に ほ ぼ 比 例 し た も の
に な る こ と が 知 ら れ て い る 。 し た が っ て 、 同 じ 受 信 開 口 と し た と き 、 重 み 付 け 関 数 の 関 数
式 に つ い て 、 ビ ー ム 分 解 能 を 向 上 さ せ る た め に よ り シ ャ ー プ な 関 数 式 を 採 用 す る と 、 感 度
が よ り 低 下 す る 。 す な わ ち 、 ビ ー ム 分 解 能 が よ い 重 み 付 け 関 数 は 、 ビ ー ム 分 解 能 が 低 い 重
み 付 け 関 数 と 同 等 の 受 信 信 号 レ ベ ル を 得 る に は 、 よ り 大 き い 受 信 開 口 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に 、 よ く 知 ら れ て い る 代 表 的 な 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 用 い 、 各 受 信 点 深 さ に お
い て 必 要 な 感 度 が 得 ら れ る 範 囲 で 、 受 信 信 号 に 重 み 付 け を 行 い 、 ビ ー ム 分 解 能 の 向 上 を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
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伊 達 ， 「 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 （ 上 ） 」 ， 株 式 会 社 コ ロ ナ 社 ， 昭 和 ５ ４ 年 １ １ 月 ３ ０ 日 ， 初
版 第 ３ 刷 ， ｐ ． ２ ４ ０ － ２ ４ １
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
感 度 と 分 解 能 と の バ ラ ン ス を よ り き め 細 か く す る た め に 、 受 信 中 に 重 み 付 け 関 数 を 切 り 替
え る こ と が 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合 、 切 り 替 え 点 付 近 で 画 像 に 違 和 感 が 生 ず る こ と が あ る
。 ま た 、 こ れ を 避 け る た め 、 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 変 更 せ ず 、 受 信 開 口 の 変 更 の み で 感
度 と 分 解 能 と の バ ラ ン ス を と ろ う と す る と 、 感 度 の 確 保 を 優 先 し て 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式
を 決 定 す る と 、 近 距 離 で の 分 解 能 が 悪 化 し 、 逆 に 分 解 能 を 優 先 す る と 深 い と こ ろ で の 感 度
が 不 十 分 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 か か る 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 画 像 の 違 和 感 を 防 止 し つ つ 、 感 度 と 分
解 能 の バ ラ ン ス を 図 る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ア レ
イ 振 動 子 と 、 受 信 ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス に お け る 受 信 点 深 さ に 応 じ て 、 前 記 ア レ イ 振 動
子 上 に お け る 受 信 開 口 と 、 そ の 受 信 開 口 を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 か ら の 複 数 の 受 信 信 号
に 対 す る 重 み 付 け 関 数 と を 設 定 す る 受 信 制 御 手 段 と 、 を 含 み 、 前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記
受 信 点 深 さ が 深 く な る に 従 っ て 、 前 記 受 信 開 口 を そ れ が 最 大 開 口 に 到 達 す る ま で 連 続 的 に
増 大 さ せ 、 か つ 、 前 記 受 信 開 口 の 連 続 的 な 増 大 に 対 応 さ せ て 前 記 重 み 付 け 関 数 を 連 続 的 に
変 更 し 、 前 記 受 信 開 口 が 前 記 最 大 開 口 に 達 し た 以 降 に お い て 、 前 記 受 信 点 深 さ が 深 く な る
に 従 っ て 、 前 記 受 信 開 口 を 前 記 最 大 開 口 に 維 持 し つ つ 、 か つ 、 前 記 重 み 付 け 関 数 を ビ ー ム
分 解 能 優 先 型 の 関 数 か ら 感 度 優 先 型 の 関 数 へ 連 続 的 に 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 構 成 に よ り 、 受 信 点 深 さ が 深 く な る に 従 っ て 、 ま ず 受 信 開 口 を 連 続 的 に 増 大 さ せ る と
と も に 重 み 付 け 関 数 を 連 続 的 に 変 更 し 、 受 信 開 口 が 最 大 開 口 に 達 し た 後 は 、 最 大 開 口 の ま
ま で 、 重 み 付 け 関 数 を ビ ー ム 分 解 能 優 先 型 か ら 感 度 優 先 型 へ 連 続 的 に 変 更 す る 。 し た が っ
て 、 受 信 点 深 さ が 深 く な る に し た が っ て 重 み 付 け 関 数 は 段 階 的 な 切 り 替 え で な く 、 連 続 的
に 変 更 さ れ る 。 し た が っ て 、 重 み 付 け 関 数 の 切 り 替 え に 伴 う 画 像 の 違 和 感 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 受 信 点 深 さ が 浅 い う ち は 、 分 解 能 を よ り 確 保 し や す い ビ ー ム 分 解 能 優 先 型 の 関 数 を
用 い 、 受 信 点 が 深 く な る に 従 い 感 度 を よ り 確 保 し や す い 感 度 優 先 型 の 関 数 を 重 み 付 け 関 数
に 用 い る 。 し た が っ て 、 比 較 的 近 距 離 の ビ ー ム 特 性 を 良 く し 、 深 い と こ ろ で の 感 度 を 確 保
で き 、 感 度 と 分 解 能 の バ ラ ン ス を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記 受 信 開 口 が 前 記 最 大 開 口 に 達 し た 以 降 に お い て 、 前 記 重
み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 、 シ ャ ー プ な 関 数 式 か ら ブ ロ ー ド な 関 数 式 に 変 更 す る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
シ ャ ー プ な 関 数 式 、 ブ ロ ー ド な 関 数 式 と は 、 重 み 付 け 関 数 の 入 力 変 数 を 横 軸 に 、 重 み 付 け
関 数 の 出 力 を 縦 軸 に と り 、 横 軸 及 び 縦 軸 を 規 格 化 し て 重 み 付 け 関 数 の 形 を 比 較 し た と き 、
関 数 の 形 の 先 鋭 度 が よ り 鋭 い も の を シ ャ ー プ な 関 数 式 、 先 鋭 度 が よ り 鈍 い も の を ブ ロ ー ド
な 関 数 式 で あ る 。 例 え ば 、 横 軸 の 規 格 化 範 囲 全 域 で 縦 軸 が １ の 矩 形 関 数 式 は 、 も っ と も ブ
ロ ー ド な 関 数 式 で あ り 、 こ れ に 比 べ Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 等 の 関 数 式 は よ り シ ャ ー プ な 関 数 式 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 構 成 に よ り 、 受 信 開 口 が 最 大 開 口 に 達 し た 以 降 に 、 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 が シ ャ ー プ
の も の か ら ブ ロ ー ド な も の に 変 更 さ れ る 。 し た が っ て 、 最 大 開 口 に 至 る ま で は シ ャ ー プ な
関 数 式 の 重 み 付 け 関 数 を 用 い て ビ ー ム 分 解 能 を 優 先 し 感 度 は 受 信 開 口 を 増 大 さ せ て 確 保 す
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る 。 そ し て 、 そ れ 以 上 受 信 開 口 を 増 大 で き な い 最 大 開 口 以 降 は 、 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を
ブ ロ ー ド な も の と し て 感 度 の 確 保 を 優 先 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記 受 信 開 口 を そ れ が 最 大 開 口 に 到 達 す る ま で は 、 前 記 重 み
付 け 関 数 の 関 数 式 を 維 持 し つ つ そ の 関 数 の カ ー ブ を 前 記 受 信 開 口 に 合 わ せ て 変 更 し 、 前 記
受 信 開 口 が 前 記 最 大 開 口 に 達 し た 以 降 に お い て は 、 前 記 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 連 続 的 に
変 更 す る こ と で 前 記 重 み 付 け 関 数 の カ ー ブ を 連 続 的 に 変 更 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 構 成 に よ り 、 受 信 開 口 が 最 大 開 口 に 至 る ま で は １ つ の 関 数 式 の 重 み 付 け 関 数 の カ ー ブ
を 連 続 的 に 変 更 し 、 最 大 開 口 以 降 は 、 関 数 式 を 連 続 的 に 変 更 し て 重 み 付 け 関 数 の カ ー ブ を
連 続 的 に 変 更 す る 。 し た が っ て 、 受 信 点 深 さ に 応 じ て 重 み 付 け 関 数 の カ ー ブ が 連 続 的 に 変
更 さ れ る の で 、 画 像 の 違 和 感 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 連 続 的 に 変 更 す る 場 合 に は 、 各
受 信 点 深 さ に お い て 、 要 求 感 度 を 満 た し つ つ か つ ビ ー ム 分 解 能 が 最 良 の 重 み 付 け 関 数 の 関
数 式 を 選 択 す る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 受 信 点 深 さ に 応 じ て 、 感 度 と 分 解 能 の バ ラ
ン ス を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 連 続 的 に 変 更 す る 場 合 に は 、 段
階 的 に 特 性 が 可 変 さ れ た 代 表 関 数 式 群 を 用 い て 、 前 記 受 信 点 深 さ に 応 じ て 、 隣 接 す る ２ つ
の 代 表 関 数 式 を 補 間 処 理 す る こ と に よ り 、 各 受 信 点 深 さ に 対 応 す る 関 数 式 を 決 定 す る こ と
が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 代 表 関 数 式 群 は 、 ブ ラ ッ ク マ ン － ハ リ ス 形 関 数 式 ま た は ハ ニ ン グ
形 関 数 式 ま た は ハ ミ ン グ 形 関 数 式 ま た は Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 関 数 式 の い ず れ か １ を 含 む こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 は 、 よ く 知 ら れ 実 績 の あ る 関 数 式 を 用 い る の が 妥 当 で あ る 。 上 記 構
成 に よ り 、 実 績 の あ る 関 数 式 で 代 表 関 数 式 群 を 構 成 す る こ と が で き 、 補 間 処 理 に よ り 、 ２
つ の 代 表 関 数 式 の 間 に つ い て 関 数 式 を 連 続 的 に 変 更 す る の で 、 重 み 付 け 関 数 の 連 続 的 変 更
が 実 績 の あ る 関 数 式 に 基 づ い た も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 前 記 受 信 制 御 手 段 は 、 前 記 受 信 開 口 に 渡 る 前 記 重 み 付 け 関 数 の カ ー ブ の 面 積 が 感 度
に 相 当 す る も の と し て 、 要 求 感 度 に 相 当 す る 前 記 カ ー ブ の 面 積 と な る よ う に 重 み 付 け 関 数
の 関 数 式 を 選 択 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に つ き 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ２ は 、 超 音 波
診 断 装 置 １ ０ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ２ に お い て 、 プ ロ ー ブ １ ２ は 超 音 波 パ ル ス の 送 波 及 び エ コ ー の 受 波 を 行 う 超 音 波 探 触 子
で あ る 。 こ の プ ロ ー ブ １ ２ は 複 数 の 振 動 素 子 か ら 構 成 さ れ る ア レ イ 振 動 子 を 有 し て お り 、
そ の ア レ イ 振 動 子 の 電 子 走 査 に よ っ て 超 音 波 ビ ー ム が 電 子 的 に 走 査 さ れ る 。 そ の 電 子 走 査
方 式 と し て は 例 え ば 電 子 リ ニ ア 走 査 や 電 子 セ ク タ 走 査 な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
送 信 回 路 １ ４ は 、 プ ロ ー ブ １ ２ に 対 し て 送 信 信 号 を 供 給 す る 機 能 を 有 す る 回 路 で あ る 。 送
信 制 御 部 １ ６ は 、 送 信 ビ ー ム の 形 成 を 行 う た め の 送 信 制 御 を 実 行 し て い る 。 多 段 フ ォ ー カ
ス 送 信 を 行 う こ と も で き 、 そ の 場 合 に は 、 深 さ 方 向 に 分 け ら れ た 複 数 の エ リ ア の つ な ぎ 目
が 目 立 た な い よ う に 、 各 エ リ ア で の ゲ イ ン 制 御 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
受 信 回 路 １ ８ は 、 プ ロ ー ブ １ ２ か ら の 受 信 信 号 に 対 し て 増 幅 や 整 相 加 算 等 の 処 理 の ほ か 、
受 信 開 口 制 限 処 理 や 重 み 付 け 処 理 を 行 う 回 路 で あ る 。 受 信 制 御 部 ２ ０ は 、 受 信 回 路 １ ８ を
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制 御 し 、 受 信 ビ ー ム の 形 成 を 行 う た め の 受 信 制 御 を 実 行 し 、 特 に 、 受 信 ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ
ー カ ス に お け る 受 信 点 深 さ に 応 じ て 、 受 信 信 号 に 対 す る 重 み 付 け 処 理 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
受 信 信 号 に 対 す る 重 み 付 け 処 理 は 、 ア レ イ 振 動 子 に 対 し て 受 信 開 口 を 設 定 し 、 設 定 さ れ た
受 信 開 口 を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 か ら の 複 数 の 受 信 信 号 に 対 す る 重 み 付 け 関 数 を 設 定 す
る 処 理 、 具 体 的 に は 、 重 み 付 け 関 数 に 従 っ て 、 受 信 開 口 の 各 チ ャ ネ ル ご と に 重 み 付 け 係 数
を 設 定 す る 処 理 で あ る 。 受 信 開 口 と 重 み 付 け 関 数 は 、 受 信 点 深 さ に 応 じ て 連 続 的 に 変 更 さ
れ る 。 受 信 開 口 と 重 み 付 け 関 数 の 設 定 の 詳 細 な 内 容 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
各 チ ャ ネ ル ご と に 設 定 さ れ た 重 み 付 け 係 数 は 、 受 信 回 路 １ ８ の プ リ ア ン プ に お い て 、 各 チ
ャ ネ ル の ゲ イ ン 調 整 に 用 い ら れ 、 各 チ ャ ネ ル の 受 信 信 号 に 重 み 付 け が な さ れ る 。 各 チ ャ ネ
ル の ゲ イ ン 調 整 は 、 プ リ ア ン プ の 次 に 配 置 さ れ る 可 変 ゲ イ ン ア ン プ に お い て 行 っ て も よ い
。 ま た 、 デ ィ ジ タ ル 変 換 後 に 乗 算 器 を 設 け 、 重 み 付 け 係 数 に 応 じ て 各 チ ャ ネ ル に ゲ イ ン を
与 え て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
信 号 処 理 部 ２ ２ は 、 受 信 回 路 １ ８ か ら 入 力 さ れ る 受 信 信 号 に 対 し て 、 Ｂ モ ー ド 画 像 や ド プ
ラ モ ー ド 画 像 等 を 形 成 す る た め の 処 理 を 実 行 す る ユ ニ ッ ト で あ る 。 信 号 処 理 部 ２ ２ か ら 出
力 さ れ る Ｂ モ ー ド 画 像 デ ー タ や ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ 等 は 、 表 示 処 理 部 ２ ４ に 入 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
表 示 処 理 部 ２ ４ は 、 い わ ゆ る デ ィ ジ タ ル ス キ ャ ン コ ン バ ー タ （ Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ Ｓ ｃ ａ ｎ 　
Ｃ ｏ ｎ ｖ ｅ ｒ ｔ ｅ ｒ ： Ｄ Ｓ Ｃ ） に よ っ て 構 成 さ れ る ユ ニ ッ ト で あ り 、 座 標 変 換 等 の 表 示 処
理 機 能 を 有 し て い る 。 表 示 処 理 さ れ た デ ー タ は 表 示 部 ２ ６ に 出 力 さ れ 、 そ の 表 示 画 面 上 に
Ｂ モ ー ド 画 像 、 ド プ ラ モ ー ド 画 像 等 の 所 望 の 超 音 波 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
つ ぎ に 、 受 信 ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス に お け る 受 信 点 深 さ に 応 じ た 受 信 信 号 に 対 す る 重 み
付 け 処 理 、 す な わ ち 受 信 開 口 と 重 み 付 け 関 数 の 設 定 に つ い て 、 図 ３ か ら 図 ６ を 用 い て さ ら
に 詳 細 に 説 明 す る 。 以 下 に 用 い る 図 ３ か ら 図 ６ は 、 概 略 図 で あ り 、 ま た 、 以 下 に 示 す 数 値
は 単 な る 例 示 で あ っ て 、 こ れ ら の も の に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 重 み 付 け 関 数 の
関 数 式 と し て 、 図 １ で 述 べ た よ く 知 ら れ て い る 代 表 的 な 関 数 式 を 用 い る が 、 こ れ 以 外 の よ
く 知 ら れ て い る 関 数 式 、 例 え ば Ｃ ｏ ｓ ｎ （ ｎ ＝ １ ～ ２ な ど ） 形 関 数 式 や 、 ブ ラ ッ ク マ ン ・
ハ リ ス 形 関 数 式 を 用 い る こ と も で き 、 ま た 、 こ れ ら 以 外 の 任 意 の 関 数 式 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
受 信 点 深 さ に 応 じ た 受 信 信 号 に 対 す る 重 み 付 け 処 理 は 、 各 受 信 点 深 さ に お け る 感 度 を 確 保
し つ つ 行 わ れ る 。 各 受 信 点 深 さ に お け る 最 適 感 度 す な わ ち 要 求 感 度 は 、 画 像 上 で 受 信 点 深
さ に よ っ て 感 度 に む ら が な い よ う に 見 え 、 な お か つ 十 分 な 感 度 が 得 ら れ る も の と し て 、 実
験 や シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等 に よ り 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ３ は 、 要 求 感 度 曲 線 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 こ の 例 で は 、 全 受 信 点 深 さ に わ た っ て 重
み 付 け 関 数 の 関 数 式 に Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 を 用 い 、 各 受 信 点 深 さ に お い て 要 求 感 度 を 満 た す よ
う に 開 口 チ ャ ネ ル 数 を 変 化 さ せ る も の と し た 。 図 ３ は 、 縦 軸 に 受 信 点 深 さ を ０ － １ ０ ２ ４
の 座 標 で 示 し 、 横 軸 に は 、 要 求 感 度 に 対 応 す る も の と し て 受 信 開 口 に 渡 る Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形
の 面 積 を と っ て あ る 。 受 信 開 口 に 渡 る Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 の 面 積 は 、 受 信 開 口 を 構 成 す る 各 振
動 素 子 の 重 み 付 け 係 数 を 加 算 し て 求 め ら れ る 。 例 え ば 、 開 口 チ ャ ネ ル 数 が ７ と し て 、 各 振
動 素 子 の 重 み 付 け 係 数 を 、 ０ ， ０ ． ６ ， ０ ． ９ ， １ ， ０ ． ９ ， ０ ． ６ ， ０ と す る と 、 こ れ
を 合 計 し た ４ が 、 受 信 開 口 で あ る ７ チ ャ ネ ル に 渡 る Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 の 面 積 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ４ は 、 こ の 要 求 感 度 曲 線 を 満 た す 受 信 開 口 の 設 定 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ の 縦 軸 は
図 ３ の 縦 軸 と 同 じ く 受 信 点 深 さ を 示 し 、 横 軸 は 開 口 チ ャ ネ ル 数 、 す な わ ち 受 信 信 号 処 理 の
対 象 と な る 振 動 素 子 数 を 示 す 。 こ の 例 は 、 ９ ６ 個 の 振 動 素 子 を 備 え る ア レ イ 振 動 子 の 場 合
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で 、 し た が っ て 最 大 開 口 は ９ ６ チ ャ ネ ル で あ る 。 図 ４ の 場 合 、 要 求 感 度 曲 線 を 満 た す よ う
に 、 受 信 点 深 さ 座 標 が ３ の と き に 開 口 チ ャ ネ ル 数 は ６ に 、 受 信 点 深 さ 座 標 が ３ ４ ０ の と き
に 開 口 チ ャ ネ ル 数 は ８ ０ に 設 定 さ れ 、 受 信 点 深 さ 座 標 が ７ ２ ０ 以 降 の 深 さ で は 開 口 チ ャ ネ
ル 数 は ９ ６ 、 す な わ ち 最 大 開 口 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ４ に 示 す 受 信 開 口 の 設 定 は 、 重 み 付 け 関 数 と し て 全 受 信 点 深 さ に わ た っ て Ｃ ｏ ｓ １ ． ５

形 を 用 い て い る た め 、 上 記 の よ う に 各 受 信 点 深 さ 、 特 に 近 距 離 に お い て 、 ビ ー ム 分 解 能 が
必 ず し も 満 足 す る も の と な ら な い こ と が あ る 。 ビ ー ム 分 解 能 を 向 上 さ せ る に は 、 よ り シ ャ
ー プ な 関 数 式 の 重 み 付 け 関 数 を 用 い れ ば よ い が 、 そ の よ う な 関 数 式 は 受 信 開 口 に 渡 る 面 積
が よ り 少 な く 、 感 度 が 低 下 す る 。 各 関 数 式 を 用 い て 、 最 大 開 口 で あ る ９ ６ チ ャ ネ ル に 渡 る
面 積 を 比 較 す る と 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 － ハ ミ ン グ 形 － ハ ニ ン グ 形
－ ブ ラ ッ ク マ ン 形 の 順 に 、 ビ ー ム 分 解 能 が よ い 関 数 式 ほ ど 、 要 求 感 度 を 確 保 で き る 受 信 点
深 さ が 浅 く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ こ で 、 次 に 、 図 ５ 、 図 ６ を 用 い て 、 画 像 の 違 和 感 を 防 止 し つ つ 、 感 度 と 分 解 能 の バ ラ ン
ス を 図 る こ と が で き る 受 信 開 口 と 重 み 付 け 関 数 の 設 定 に つ き 、 説 明 す る 。 図 ５ は 、 受 信 点
深 さ と 開 口 チ ャ ネ ル 数 と の 関 係 を 示 す 図 で 、 図 ６ は 、 受 信 点 深 さ に 応 じ て 、 受 信 開 口 と 重
み 付 け 関 数 と が ど の よ う に 連 続 的 に 変 更 さ れ る か を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま ず 、 受 信 点 深 さ が 浅 い う ち は 、 ビ ー ム 分 解 能 が Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 よ り よ い 関 数 式 の 重 み 付
け 関 数 を 用 い る 。 例 え ば 、 図 ２ で 述 べ た 関 数 式 群 の 中 で 最 も ビ ー ム 分 解 能 が よ い ブ ラ ッ ク
マ ン 形 の 関 数 式 （ ｆ １ ） を 用 い る こ と が で き る 。 そ し て 、 ブ ラ ッ ク マ ン 形 の 関 数 式 （ ｆ １
） の 重 み 付 け 関 数 で 要 求 感 度 を 確 保 で き る 受 信 点 深 さ 、 例 え ば 受 信 点 深 さ 座 標 ２ ７ ０ ま で
は 、 要 求 感 度 曲 線 を 満 た す よ う に 、 受 信 点 深 さ が 深 く な る に 従 い 開 口 チ ャ ネ ル 数 を 連 続 的
に 増 大 さ せ る 。 図 ６ の 例 で は 、 受 信 点 深 さ 座 標 ０ に お い て 開 口 チ ャ ネ ル 数 ０ 、 受 信 点 深 さ
座 標 ６ ０ に お い て 開 口 チ ャ ネ ル 数 ４ ８ 、 受 信 点 深 さ 座 標 １ ５ ０ に お い て 開 口 チ ャ ネ ル 数 ８
０ と い う よ う に 、 各 受 信 点 深 さ ご と に 開 口 チ ャ ネ ル を 変 更 し て 連 続 的 に 増 大 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
受 信 点 深 さ 座 標 ２ ７ ０ に 至 る と 、 受 信 開 口 は 最 大 開 口 と な り 、 ブ ラ ッ ク マ ン 形 の 関 数 式 （
ｆ １ ） の 重 み 付 け 関 数 で は こ れ 以 上 受 信 開 口 に 渡 る 面 積 、 す な わ ち 感 度 を 大 き く す る こ と
が で き な い 。 そ こ で 、 図 ２ で 述 べ た 関 数 式 群 の 中 で 次 に ビ ー ム 分 解 能 が よ い ハ ニ ン グ 形 の
関 数 式 （ ｆ ２ ） を 混 合 し て 用 い る 。 混 合 と は 、 受 信 点 深 さ が 深 く な る に 従 い 、 ブ ラ ッ ク マ
ン 形 の 関 数 式 （ ｆ １ ） に 対 す る ハ ニ ン グ 形 の 関 数 式 （ ｆ ２ ） の 混 合 率 Ｘ を 次 第 に 増 大 さ せ
て 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 連 続 的 に 変 更 す る こ と を 意 味 す る 。 い ま 、 最 大 開 口 に 渡 る ハ ニ
ン グ 形 の 関 数 式 （ ｆ ２ ） の 面 積 で 要 求 感 度 を 確 保 で き る 受 信 点 深 さ を 、 例 え ば 受 信 点 深 さ
座 標 ４ １ ０ と す る と 、 受 信 点 深 さ 座 標 ２ ７ ０ に お い て は １ ０ ０ ％ の ブ ラ ッ ク マ ン 形 関 数 式
（ ｆ １ ） の 重 み 付 け 関 数 を 用 い 、 受 信 点 深 さ 座 標 ４ １ ０ に お い て は １ ０ ０ ％ の ハ ニ ン グ 形
関 数 式 （ ｆ ２ ） の 重 み 付 け 関 数 を 用 い る 。 そ の 間 の 受 信 点 深 さ に お い て は 、 そ の 受 信 点 深
さ に お け る 要 求 感 度 曲 線 を 満 足 す る よ う に 、 ｛ Ｘ ％ × ｆ １ ＋ （ １ ０ ０ － Ｘ ） ％ × ｆ ２ ｝ の
補 間 式 を 用 い て 、 ２ つ の 関 数 式 を 混 合 し た 関 数 式 を 用 い る 。 混 合 比 を 表 す Ｘ ％ は 、 受 信 点
深 さ が 深 く な る に 従 っ て 、 連 続 的 に 小 さ く 変 更 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
受 信 点 深 さ 座 標 ４ １ ０ に 至 る と 、 １ ０ ０ ％ ハ ニ ン グ 形 の 関 数 式 （ ｆ ２ ） の 重 み 付 け 関 数 と
な り 、 こ れ 以 上 ハ ニ ン グ 形 関 数 式 （ ｆ ２ ） の 比 率 を 上 げ て 最 大 開 口 に 渡 る 面 積 、 す な わ ち
感 度 を 大 き く す る こ と が で き な い 。 そ こ で 、 図 ２ で 述 べ た 関 数 式 群 の 中 で そ の 次 に ビ ー ム
分 解 能 が よ い ハ ミ ン グ 形 の 関 数 式 （ ｆ ３ ） を 混 合 し て 用 い る 。 す な わ ち 、 ハ ミ ニ ン グ 形 の
関 数 式 （ ｆ ３ ） の 面 積 で 要 求 感 度 を 確 保 で き る 受 信 点 深 さ を 、 例 え ば 受 信 点 深 さ 座 標 ５ ４
０ と す る と 、 受 信 点 深 さ 座 標 ４ １ ０ に お い て ハ ニ ン グ 形 関 数 式 （ ｆ ２ ） の 重 み 付 け 関 数 を
、 受 信 点 深 さ 座 標 ５ ４ ０ に お い て ハ ミ ン グ 形 関 数 式 （ ｆ ３ ） の 重 み 付 け 関 数 を 用 い 、 そ の
間 の 受 信 点 深 さ に お い て は 、 そ の 受 信 点 深 さ に お け る 要 求 感 度 曲 線 を 満 足 す る よ う に 、 ｛
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Ｘ ％ × ｆ ２ ＋ （ １ ０ ０ － Ｘ ） ％ × ｆ ３ ｝ の 補 間 式 を 用 い て 、 ２ つ の 関 数 式 を 混 合 し た 関 数
式 を 用 い る 。 混 合 比 を 表 す Ｘ ％ は 、 受 信 点 深 さ が 深 く な る に 従 っ て 、 連 続 的 に 小 さ く 変 更
す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
受 信 点 深 さ 座 標 ５ ４ ０ に 至 る と 、 １ ０ ０ ％ ハ ミ ン グ 形 の 関 数 式 （ ｆ ３ ） の 重 み 付 け 関 数 と
な り 、 こ れ 以 上 感 度 を 大 き く す る こ と が で き な い 。 そ こ で 、 Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 関 数 式 （ ｆ ｓ
） を 混 合 し て 用 い る 。 受 信 点 深 さ が 深 く な り 、 要 求 感 度 曲 線 が 飽 和 す る 受 信 点 座 標 を ７ ２
０ と す れ ば 、 受 信 点 深 さ 座 標 ５ ４ ０ に お い て ハ ミ ニ ン グ 形 関 数 式 （ ｆ ３ ） の 重 み 付 け 関 数
を 用 い 、 受 信 点 深 さ 座 標 ７ ２ ０ 以 降 に お い て Ｃ ｏ ｓ １ ． ５ 形 関 数 式 （ ｆ ｓ ） の 重 み 付 け 関
数 を 用 い 、 そ の 間 の 受 信 点 深 さ に お い て は 、 そ の 受 信 点 深 さ に お け る 要 求 感 度 曲 線 を 満 足
す る よ う に 、 ｛ Ｘ ％ × ｆ ３ ＋ （ １ ０ ０ － Ｘ ） ％ × ｆ ｓ ｝ の 補 間 式 を 用 い て 、 ２ つ の 関 数 式
を 混 合 し た 関 数 式 を 用 い る 。 混 合 比 を 表 す Ｘ ％ は 、 受 信 点 深 さ が 深 く な る に 従 っ て 、 連 続
的 に 小 さ く 変 更 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の よ う に 、 要 求 感 度 を 満 足 さ せ つ つ 、 ビ ー ム 分 解 能 が 最 良 の 重 み 付 け 関 数 と な る よ う に
、 受 信 点 深 さ に 応 じ て 、 受 信 開 口 と 重 み 付 け 関 数 を 連 続 的 に 変 更 す る 。 し た が っ て 、 重 み
付 け 関 数 が 段 階 的 に 切 り 替 え ら れ る こ と で 生 ず る 画 像 の 違 和 感 を 防 止 で き 、 遠 距 離 の 感 度
を 犠 牲 に す る こ と な く 、 近 距 離 の 分 解 能 や 画 質 を 改 善 で き 、 感 度 と 分 解 能 の バ ラ ン ス を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
受 信 開 口 と 重 み 付 け 関 数 の 連 続 的 な 変 更 は 、 上 記 の よ う に 受 信 制 御 部 ２ ０ の 制 御 の 下 で 受
信 回 路 １ ８ に よ り 行 わ れ る 。 重 み 付 け 関 数 の 内 容 は 、 各 チ ャ ネ ル に 与 え ら れ る 重 み 付 け 係
数 で あ る の で 、 受 信 点 深 さ に 応 じ て 連 続 的 に 変 更 さ れ る 受 信 開 口 及 び 重 み 付 け 関 数 の デ ー
タ は 、 具 体 的 に は 、 メ モ リ を 用 い て 、 受 信 開 口 と 、 そ の 受 信 開 口 に お け る 各 チ ャ ネ ル に 与
え ら れ る 重 み 付 け 係 数 が 各 受 信 点 深 さ ご と に 記 憶 さ れ る 。 メ モ リ と し て 、 例 え ば Ｒ Ｏ Ｍ 、
Ｒ Ａ Ｍ 等 の 半 導 体 メ モ リ を 用 い る こ と が で き る 。 超 音 波 の 受 信 に 際 し て は 、 そ の 受 信 点 深
さ に 応 じ て 、 受 信 開 口 と 、 そ の 各 チ ャ ネ ル に 与 え ら れ る 重 み 付 け 係 数 が メ モ リ か ら 読 み 出
さ れ る 。 ま た 、 メ モ リ を 用 い る 代 わ り に 、 演 算 処 理 に よ り 、 受 信 点 深 さ に 応 じ て 連 続 的 に
変 更 さ れ る 受 信 開 口 と 重 み 付 け 関 数 の デ ー タ を 演 算 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 画 像 の 違 和 感 を 防 止 し つ つ 、 感 度 と 分 解 能 の バ ラ
ン ス を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 よ く 知 ら れ て い る 代 表 的 な 重 み 付 け 関 数 の 関 数 式 を 規 格 化 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 要 求 感 度 曲 線 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 要 求 感 度 曲 線 を 満 た す 受 信 開 口 の 設 定 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る 受 信 点 深 さ と 開 口 チ ャ ネ ル 数 と の 関 係 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お い て 、 受 信 点 深 さ に 応 じ て 、 受 信 開 口 と 重 み 付 け 関
数 と が ど の よ う に 連 続 的 に 変 更 さ れ る か を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 、 １ ２ 　 プ ロ ー ブ 、 １ ４ 　 送 信 回 路 、 １ ６ 　 送 信 制 御 部 、 １ ８ 　 受
信 回 路 、 ２ ０ 　 受 信 制 御 部 、 ２ ２ 　 信 号 処 理 部 、 ２ ４ 　 表 示 処 理 部 、 ２ ６ 　 表 示 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：在灵敏度和分辨率之间取得平衡，同时防止超声诊断设
备中的图像不适。 解决方案：当接收点的深度较浅时，将具有良好光束
分辨率的布莱克曼型函数公式（f1）用作加权函数的函数公式，并且随
着接收点的深度变深而执行接收，以满足所需的灵敏度。 光圈不断增加
到最大光圈。 在最大光圈之后，将具有次优光束分辨率的汉宁型函数公
式（f2）与布莱克曼型函数公式（f1）混合，并不断更改函数公式，以便
在每个接收点深度满足所需的灵敏度。 更改为。 当接收点的深度变深
时，具有次佳光束分辨率的汉明函数方程式（f3）与汉宁函数方程式
（f2）混合。 这样，根据接收点的深度连续改变接收孔径和加权函数，
使得光束分辨率在满足所需灵敏度的同时成为最佳加权函数。 [选择图]
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https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e22e26f2-8c2f-47b7-8b3c-71fcdbed7e6b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033291654/publication/JP2004283265A?q=JP2004283265A

